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見通しをもって取り組める学習過程の工夫
１年 「大地の変化と地球」

１ 指導の立場

はじめての理科の授業で子ども達に理科に対

する思いを聞いてみると 「いろんな薬品の性、

質を調べたり、酸性やアルカリ性のことに興味

があるので調べてみたいです 「理科はいろい」

ろ覚えなければいけないので苦手だけど、しっ

かり聞いて得意になりたいです」といった前向

きな意見ばかりだった 「理科は大好き！」と。

いう子どもも「小学校では理科は嫌いだったけ

ど・・・」という子どもも、共に「勉強が好き

になりたい！！」と強く願っていた。

新たに学習するという気持ちは、子どもたち

の関心を高めるもととなる。驚きや発見は、新

たな疑問や強い意欲につながっていく。授業を

、 、していても 子どもたちの好奇心は非常に強く

よく驚かされることがある。また、そこから新

たな発見をさせられることもある。どうしてだ

ろうと考えることからはじまり、調べて結果を

知るだけでなく、仲間の結果にも目を向けて学

んでいく。この流れの中で、自然や仲間とふれ

あって学ぶことで豊かな心を育んでいけると考

える。自ら学び、学び合う力をもつことは、一

人一人の子どものもつよさや可能性を更に光り

輝かせるものになると考える。この力を育てる

ためにも、確かな願いをもち、見通しをもって

活動できる姿を大切にしていきたい。

そこで、研究仮説を「見通しをもってとりく

める学習過程の工夫」とし、以下の点について

実践した。

研究仮説

主体的に課題に取り組み、解決できた成就

間や楽しさを味わいながら自己の足跡を振

り返ることで学習への意欲へつなぐことが

できる。そして、自ら自然を追求しようと

する力へと発展させることができる。

２ 実践

(１ ) ｢確かな願いをもって活動する｣の実践

①子どもの意識に沿った単元指導計画の作成

子どもにとって意外性をもつこと、興味のあ

ることを調べるために、単元に入る前にあらか

じめ子どもの意識調査をした。

ちょうどこの時期に三宅島の噴火があり、硫

黄のにおいが漂ってきていた。子どもたちはこ

のにおいは何かということに非常に強い関心を

示していたことともあり、指導計画を子どもた

ちの意識をつなぐものになるように考えた。

(２ )理科授業における実践

①導入（課題作り）

これから学習していくことを意識づけるため

に、単元に関わる用語を出し、その説明を簡単

に書かせた。説明をしようという問いかけに対

して、子どもたちは一生懸命伝わるようにと考

え始めた。単純な問題であるが故に、それを補

うように考えを広げ、わかるようにと工夫して

いた。この問いかけによって普段知っているけ

ど特に考えたことのないようなことを整理し、

言葉として意識づけることができた。

また、この問いかけの後に大地や地球につい

て不思議に思うことや疑問に思うことは何かま

とめさせたところ、

・なぜ火山や地震は起こるのか？

・エベレストは何であんなに大きくなったの

か？ など

といったものが出た。こうした疑問をキーワー

ドにして、各単元でのねらいに沿うような課題

や導入に取り組めるよう子どもたちと簡単な単

元の流れを作った。自分たちのもつ疑問を解決

していくための学習であるため、より意欲的な

授業姿勢が多く見ることができた。
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②観察の仕方を学ぶ

この時期、学校周辺で硫黄のにおいがするこ

とやテレビなどでよく放送されていたことで

「三宅島の噴火」について非常に興味をもって

いた。そのため、子どもたちは「三宅島」のこ

とについて 「煙ばかりだけど、これも火山な、

の」といった疑問や「岐阜県に火山はないの」

といった疑問をもっていた。この疑問から火山

の学習を進めた。

そして、火山灰を観察する中で、ただ見ると

砂みたいだけどよく見ればいろんな種類の粒に

よってできていることに気づき、じっくり見る

ことの大切さを知ることができた。ここで身に

つけた意識と技能を、身近な露頭の観察で活用

していける子が多く見られた。

③身近な素材の活用

身近には多くの露頭が観察できる。ほとんど

の層がチャートの層で変化が大きく見られるわ

けではないが、市内にチャートの層が広く分布

していることからチャートの層の広がりの大き

さをとらえさせたい。また身近な露頭をいろい

ろな角度から観察できるようにしたり、褶曲の

様子などから大地には大きな力が働いているこ

とをとらえさせていった。

見る視点をはっきりとさせて、観察に取り組

んでいくことで、子どもたちは既習の知識を発

展させて考察をすることができるようになって

きた。知識を十分にもって見通しのある観察を

することで、自分の頭の中で観察したことを整

、 。理しやすくなり 理解する手助けとなっていた

④生活の中に生かしていく（次への課題）

いろいろな表現でまとめられるように、単元

の終わりに個人新聞としてまとめた。図を入れ

ながら今まで観察してきたことをまとめる子、

文章で細かく表現している子と表し方は違った

が、どの子も最後の感想の中で関市の地層のこ

とに興味がもてたという感想をもっていた。

(３ )見通しをもって自ら学ぶ子の育成

Ａ君ははじめの感想で 「理科はよくわから、

ないし観察が面倒だから嫌いだ。けれども、中

学校になって理科が好きになるように勉強した

い 」と記入していた。また、理科に関する経。

験も乏しく、知識もあまりはっきりしているよ

うでなかった。Ａ君のやる気を満足させて、自

ら学んでいく意欲へとつなぐ指導を通して仮説

を検証していった。

露頭の観察で、はじめは何気なく見ていただ

けだったが、触ったり、たたいたりしながら、

友達と話していくうちに、新たな発見へと結び

ついた。この新たな発見はＡ君にとってはとて

も誇らしいことであり、大発見である。なにし

ろ、他の子が気がついていないことを自分が見

つけたのであるから。その発見によって自分の

発見が友達にも見てもらえるという満足感へと

つながっていくことができた。

岩石への興味関心

調べようとする意欲↓

岩石の知識

｢どんなとこ 観察への見通し↓
ろにあるの
か調べた 露頭の観察
い」

満足感↓

発見
｢ほかのところ
では、どうな さらなる追求の意識↓
っているのだ
ろう」 新たな疑問

大地の変化の学習を通して、Ａ君にとっては

じめての体験を数多くした。その中で、自分が

疑問に思っていたことが解けたり、新たにわか

っていくことで、わかる喜びや満足感を味わっ

ていくことができたといえる。そのことによっ
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て、他にも疑問に思うことや他の自分の知って

いる場所のことについてもいろいろと調べてい

きたいという自分の課題を見つけていく結果へ

と結びついていった。

１時間１時間の学習が途切れてしまわないよ

うに、Ａ君の意識がつながるような導入や声か

けをすることで「地球や大地の疑問を解き明か

す」活動として取り組んでいくことができた。

Ａ君にとって活動の中で「地球や大地」という

キーワードをもって働いた。キーワードとして

もち続けることで、毎時間の活動が、自分の疑

問への解決に結びつけるといった見通しのある

ものにしていくことができたと考えられる。

３ 成果と課題

＜ 成 果 ＞

△子どもたちの連続する意識を疑問や関心をつ

なぎ合わせて構成する単元指導計画を作成す

ることは次の点で有効であったと考える。

・科学的な見方や考え方の高まりを子供の意識

に沿って構成できるため、子ども主体の学習

過程を仕組むことができ、意欲的な追求を生

み出すことができた。

・子どもの疑問や関心の裏にある意識に対し

て、教師が目を向けるようになり、子どもへ

の指導援助の方法が明らかとなった。

△魅力ある教材開発を工夫したことは次の点で

有効であったと考える。

・体験的な活動や実物に接する活動を主にして

いくことで、子どもたちが生き生きとした表

情で意欲的に追求することができた。

・地域素材を活用していくことで、身近な素材

を使った疑問へとつながっていくことができ

た （発展的な疑問から、自分自身の手によ。

る科学的な問題追求へと結びついていく姿が

見られた ）。

△単元のねらいに向かっていけるような自分な

りの疑問をもたせてから活動に取り組んでい

かせることで、自分なりの見通しをもって活

動に取り組み科学的な見方から考察していく

ことができるようになってきた。

＜ 課 題 ＞

▼さらに子どもの意識や概念を明確にとらえ

て、子どもの意識をより強く反映させた単元

指導計画をたてていきたい。

▼子どもたちの間でさらに発展させていけるよ

うな教材の開発や指導の工夫をしていきた

い。

▼自分が気付いたこと発見したことの意見交流

は行ってきたが、そうした仲間の見つけたこ

とを確実に自分のものとして共有していける

ような活動を仕組んでいきたい。
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単元指導計画
次 ね ら い 学 習 活 動 支援・援助・留意点 評 価

導 山の様子や岩石を観 ◇身近な山の様子からわかる ・身近な地形を題材にす 大地の活動の様子や
入 察しながら、興味を 事や知っていることを出し合 ることで、課題に対す 身近な地形に、関心

もって課題を作るこ う。 る疑問に価値付けをす をもつことができ
とができる。 ◇本単元で学習していきたい る。 る。

ことを話し合い問題づくりを （興味関心）
する。

１ 火山の形や噴火の様 ◇火山によって違いがあるの ・火山の活動の様子と噴 火山の形に興味をも
子を観察し、火山や か予想する。 出物に目を向けさせる って、その違いが噴。

火 噴火の特徴がわか ◇火山の違いはどこであるの ・火山の形や活動の様子 出される溶岩による
を る。 か調べる。 を基準として数種類に ものであることに結
ふ ◇火山の違いは噴出物によっ 分類できるようにする びつけることができ。
く て違うことをまとめる。 る。
大 （観察・思考判断）
地

火山灰の観察を通し ◇火山から噴出されるものを ・火山の噴火の様子を資 火山灰に観察を行
て、火山の噴出物が 予想する。 料を基にイメージさせ い、鉱物の特徴を見
何種類かの鉱物でで ◇火山灰を観察し、含まれて る。 いだして分類するこ
きていることに気付 いるものを調べる。 ・火山灰の中に見られる とができる。
く。 ◇含まれていた鉱物を分類す 粒の特徴をつかませる （観察・思考判断）。

る。

火成岩の観察を通し ◇火山岩、深成岩を観察し、 ・色や形、粒の大きさに 火山岩と深成岩を比
て、火山岩と深成岩 その切片からつくりの違いを ついて仲間分けさせる 較・観察し、組織の。
の違いを見つけ、そ 見つける。 ・粒(鉱物の結晶)の大き 違いを記録すること
れぞれの特徴をつか ◇岩石の特徴によって分類し さの違いができた理由 ができるとともに、
むことができる。 て、ミョウバンの実験から岩 を、ミョウバンの実験 火山岩と深成岩ので

石の形成される様子をつか に結びつけて考えさせ き方の違いを見つけ
む。 る。 ることができる。
◇火山岩と深成岩の特徴をま （観察・思考判断）
とめて火成岩の定義を聞く。

身近にある地形の変 ◇地球の表面と月や他の惑星 ・地表の様子やその変化 地表の変化が風化・
２ 化を話し合い、水の の表面との違いを予想し見つ の違いの原因について 侵食・堆積によって

流れによって地表が ける。 考えさせる。 行われ、土砂の運搬
け 変化してきた様子を ◇身近な山のがけの様子から ・風化・侵食・堆積とい によって地層がつく
ず とらえることができ 風化･侵食･堆積についてとら う土砂の運搬によって られていることをと
ら る。 える。 地表が変化しているこ らえることができ
れ ◇堆積した土砂の様子につい とをとらえさせる。 る。
る てまとめる。 （科学的思考）
大
地 堆積によって固まっ ◇堆積岩の観察を行い、その ・岩石に含まれている粒 堆積岩の粒の大きさ

た岩石を観察するこ 様子から特徴をつかむ。 の大きさについて目を や形、構成物の違い
とで、そのつくりや ◇火成岩と堆積岩の共通点や 向けさせる。 に気をつけて観察
構成物の違いによっ 相違点を見つける。 ・火成岩と堆積岩を比較 し、その特徴を見い
て分類することがで ◇観察した堆積岩を特徴によ し 特徴をつかませる だすことで分類する、 。
きる。 って分類する。 ・粒の大きさや構成物な ことができる。

どに目を向けさせる。 （観察・思考判断）

地層のつくりやでき ◇身近にある地表(露頭)を観 ・地層の走向や傾斜、構 身近な露頭を観察
方について調べ、地 察する。 成している岩石に目を し、野外観察能力を
下で地層が連続して ◇露頭の観察結果を比較し、 向けて観察させる。 高めるとともに、観
広がっていることを そのでき方について推論す ・地層が比較しやすいよ 察結果を基に地層の
とらえることができ る。 うに柱状図を表せるよ つくりや広がりを推
る。 ◇数カ所の地層の様子を基に うにする。 論することができ

地下における地層の様子につ ・離れて全体の様子をつ る。
いて考える。 かむとともに、近づい （観察

て炭層を詳しく観察さ ・科学的思考）
せる。

地層の中に残ってい ◇化石に含まれているものか ・現在生息している場所 化石から堆積環境や
る化石から、過去の らわかることを見つける。 をイメージさせて考え 地層の生成時代を知
様子や時代について ◇化石に含まれる生物から周 させる。 ることがあることを
知ることができる。 りの環境を予測する。 ・生存していた時代や分 とらえ、推定するこ

◇化石から環境だけでなく、 布、個体数について確 とができる。
時代も知ることができること 認し、その関係を考え （科学的思考）
について話し合いまとめる。 させる。

３ その地形をつくって ◇地層の重なりや地表の様子 ・大地に働いている力に 隆起や沈降の働きに
いるのが隆起・沈降 を観察し、そのでき方を考え ついて目を向けさせる よって、地形が変化。

変 や侵食によるもので る。 ・地層のずれの原因につ させられていること
わ あることがわかる。 ◇地表に働いている作用につ いて考えさせる。 を考えることができ
り いてまとめる。 る （科学的思考。
ゆ ・知識理解）
く
大 地面に働く力が地層 ◇断層の定義について聞き、 ・もとはつながった地層 地面に様々な力が加
地 に様々な変化をもた 同様に力を受けて起きる褶曲 だったことに気づかせ わり、力の方向や地

らしていることがわ について理解する。 る。 面の固さによって断
かる。 ◇地面に加わる力とそれによ ・褶曲の模型をもとに地 層ができたり、褶曲

って生じる現象についてまと 層が曲がっていく様子 が起こったりするこ
める。 をイメージを持ってと とを理解することが

。（ ）らえさせる。 できる 知識理解
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大地は長い間に大き ◇資料からプレートの働きに ・大昔と今とでは大陸の 大地の変動の要因に
く変動していること ついて読みとり、その変化の 様子が違うことや何枚 ついて関心をもち、
に気づき、その変動 様子を考える。 かのプレートによって 大地は今でも変化し
がプレートの移動と ◇今後のプレートの動きを予 地球が分かれているこ ていることをとらえ
も関連して今なお続 測して、未来の地球の姿につ とをとらえさせる。 ることができる。
いていることがわか いて考える。 ・今もプレートは動いて （科学的思考
る。 いることに気づかせる ・知識理解）。

４．ゆれ動く大地（６時間）


